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1. 配布資料に出てきた問題 03-05の結果が既に証明済みであると仮定し，以下の結果が成り立つ
ことを論理立てて丁寧に説明せよ．

m = nの場合，以下の (A)，(B)，(C)，(D)は全て同値である.

(A) 線形方程式系Ax = bは唯一の解をもつ.

(B) a·1,a·2, . . . ,a·nは線形独立である.

(C) a1·,a2·, . . . ,an·は線形独立である.

(D) Aは逆行列をもつ.

2. 次の線形方程式系 
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をGaussの消去法を用いて解け．また，乗算の数を数えよ（例えば，２で割る場合は 1

2 でかけ
るとみなせ）．
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